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【昨日の市況概要】 公示仲値 104.94

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 104.97 1.2325 129.38 1.4115 0.7696
SYD-NY High 105.32 1.2373 129.97 1.4171 0.7744
SYD-NY Low 104.64 1.2309 128.96 1.4086 0.7686
NY 5:00 PM 104.75 1.2352 129.45 1.4133 0.7695
NY DOW 23,533.20 ▲ 424.69 日本2年債 -0.1600 0.00bp        
NASDAQ 6,992.67 ▲ 174.01 日本10年債 0.0200 ▲1.00bp     
S&P 2,588.26 ▲ 55.43 米国2年債 2.2558 ▲2.50bp     

日経平均 20,617.86 ▲ 974.13 米国5年債 2.6019 ▲1.87bp     
TOPIX 1,664.94 ▲ 62.45 米国10年債 2.8126 ▲0.91bp     

ｼｶｺﾞ日経先物 20,215 ▲685.00 独10年債 0.5235 ▲0.40bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,921.94 ▲30.65 英10年債 1.4440 0.65bp        
DAX 11,886.31 ▲213.77 豪10年債 2.6575 ▲1.95bp     

ﾊﾝｾﾝ指数 30,309.29 ▲ 761.76 USDJPY 1M Vol 8.36 0.45%
上海総合 3,152.76 ▲ 110.72 USDJPY 3M Vol 8.65 0.18% 　
NY金 1,349.90 22.50 USDJPY 6M Vol 8.78 0.13%
WTI 65.88 1.58 USDJPY 1M 25RR -1.35 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 196.26 1.03 EURJPY 3M Vol 8.93 0.15%
ドルインデックス 89.48 ▲ 0.37 EURJPY 6M Vol 9.15 0.17%

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：ウー・森谷

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づい
て作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関す
る最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複
製することを禁じます。
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NY時間のﾄﾞﾙ円は105.06ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方はﾎﾞｽﾃｨｯｸ･ｱﾄﾗﾝﾀ連銀総裁(投票権有/中立派)が「潜在的なｲﾝﾌﾚ率が2％を
上回ると見込む」と発言したことや、米2月耐久財受注が予想を上回ったこともあり、ｼｮｰﾄｶﾊﾞｰが強まったことから105.29ま
で戻す。10時に発表の新築住宅販売件数は予想を上回ったもののﾄﾞﾙ円の反応は限定的となる。その後はﾌﾟﾗｽ圏で推移
していた株式市場がﾏｲﾅｽ圏へ下落する展開を横目に、ﾄﾞﾙ円は104.80まで下落する。午後は今夜12時が期限の歳出法
案に署名拒否の意向を示していたﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が、署名をすると話したことから105.06まで戻すものの、署名後はﾄﾞﾙ売り
が強まったことや、株式市場が下げ幅を拡大させる展開に、104.66まで値を切り下げた。終盤に掛けては、週末を控え閑
散な推移が続き、104.75ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、海外時間のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.2330付近での推移が続き、1.2345でNYｵｰﾌﾟ
ﾝ。朝方は、ﾄﾞﾙｼｮｰﾄｶﾊﾞｰが強まり、1.2323まで下落するが、大統領の歳出法案署名後にﾄﾞﾙ売りが強まったことから、
1.2373まで上昇する。終盤に掛けては、週末を控えた調整に小緩み、1.2352でｸﾛｰｽﾞした。
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ｼﾄﾞﾆｰ時間に104.64まで下落したﾄﾞﾙ円は、東京時間104.97ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。ｼｮｰﾄｶﾊﾞｰから105.09まで戻す場面も見られた
ものの、米国の大統領補佐官解任や、対中制裁関税決定に対抗して中国も対米関税計画を発表したこと等からﾘｽｸ回避
の動きが優勢となり、再び104円台へ。日経平均株価が一段と下げ幅を拡大させる中、ﾄﾞﾙ円は上値の重い推移が続き、
104.72ﾚﾍﾞﾙで海外時間へ渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は104.72ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。米国が中国を知的財産権侵害でWTOに提訴するなど、米中貿易戦争の行方
が懸念される中、105円丁度を挟んだ推移が継続。105.06ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸへ渡った。一方、ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは1.4122ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟ
ﾝ。今週発表された2017年11月-1月の失業率では労働市場の堅調な推移が確認され、平均賃金の伸びも拡大していた
ことから、英中銀の５月利上げ観測が高まっているが、本日は英とEUがFTA協議開始との報が伝わりその交渉進展への
期待が一部で強まり、ﾎﾟﾝﾄﾞは底堅さを維持しつつ推移。1.4120ﾚﾍﾞﾙでﾆｭｰﾖｰｸへ渡った。

昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

3月23日 8:30 日 全国CPI/コアCPI/コアコアCPI(前年比) 2月 1.5%/1.0%/0.5% 1.5%/1.0%/0.5%

21:10 米

21:30 米 耐久財受注(前月比)・速報/同(除輸送用機器) 2月 3.1%/1.2% 1.6%/0.5%

21:30 米 製造業受注指数 2月 1.8% 0.9%

23:00 米 新築住宅販売件数 2月 618ｋ 620k

23:30 米

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

3月26日 21:30 米 シカゴ連銀全米活動指数 2月 0.15 0.12

23:30 米 ダラス連銀製造業活動指数 3月 33.5 37.2

3月27日 1:30 米 ダドリー・ニューヨーク連銀総裁講演 - - -

5:30 米 メスター・クリーブランド連銀総裁講演 - - -

ボスティック・アトランタ連銀総裁　「FRBは向こう数年間にわたり緩やかな利上げの継続が必要」

カプラン・ダラス連銀総裁　「年内3回の利上げが適切」

昨日海外時間のドル円は下落した。NY序盤には105円台前半に上昇したものの、貿易摩擦に対する懸念の高まり等を

背景に、NYダウが大幅続落したことで、ドル円は105円を割れ、104円台後半に下落した。本日のドル円は引き続き上値

重く推移すると予想。米中貿易摩擦が激化するとの警戒感が拡大し、投資家のリスク回避姿勢が続く中、トランプ政権の

対中通商政策に関する報道や日中株価等の動向を睨みながら、本日のドル円は104円台後半で上値重く推移しそうだ。


